
日本の森林資源は、これまでにない豊かな蓄積状況を
迎えつつあります。過去の戦乱や山火事の被害、建築材や
薪利用の拡大などを経て、第二次世界大戦中から戦後に
かけて、資源的には減少しましたが、戦後の拡大造林によ
り植栽された成長の比較的早い人工林の多くが成熟し、
収穫時期を迎えつつあるからです。
三重県の森林・林業をとりまく状況についても同様で、
吉野林業の流れを汲む伝統的な木材生産地域として、ス
ギ・ヒノキ人工林の充実した蓄積を抱えています。残念な
がら、従来型の林業経営が不振に陥り、例えば、木材価格
の下落や林業労働力の減少に対応するために、生産効率
を上げようとしても、森林の所有規模が小さく、所有者間
の合意形成が難しいため集約・組織化（団地化）が困難で
あること、また林地が急峻で、作業効率が悪く、伐採搬出
のシステムが旧態依然としており、コストダウンが難しい
ことなども一因です。低価格な外材との競合の問題でも、
上記の理由で、大量・均一な品質での安定供給が難しく、
製品カテゴリーを選んで、国産材としての特徴を売り込む
必要があります。
これら、林業収益性の悪化等により、人工林で行われる
間伐の多くが切り捨て間伐であり、間伐適期に実施され
ず、間伐遅れとなった林分も見受けられます。こうした問
題の解決には、林業生産性の向上等を目指して、流域単
位で集約的に森林管理を行うとともに、現在は切り捨て
られるだけの間伐材を資源として有効に活用することが
重要課題になります。具体的には、流域内の森林資源の
現況を正確に把握・類型化して、将来的な目標林型を明
確にした上で、森林の現況に応じた施業方針を決定し、切
り捨て間伐材等の未利用木質資源の有効利用対策を含
む森林資源の管理計画を流域単位で策定する必要があ
ります。

そのために、我々の研究室では、
１．モデル流域における森林管理計画策定のための
　 森林資源データベースの構築
２．森林施業効果判定のための森林解析システムの開発
３．間伐材のバイオマス利用の可能性評価
４．森林管理システムe－forestの開発と実証
などをテーマに、地域各機関と連携し、モデル流域を対
象とした現地との共同・協同型の研究プロジェクトを実施
しています。
例えば、森林資源現況を森林管理の程度（管理良好、
管理不足等）、間伐材の搬出コスト等の新たな視点から
把握、類型化するとともに、森林管理における判断基準
（間伐を実施するorしない、間伐率等の判断）や測定すべ
き森林情報の項目（何を測れば効率的に判断材料を得ら
れるか）を明らかにし、森林現況に応じた森林管理手法の
マニュアル化を目標として、三重県、県内市町とも協力し
て、取り組んでおります。
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❶持続稼働可能な無線通信ネットワークの実現
に向けて
近年の無線通信システムでは、接続端末数増加やイン

ターネット接続などのデータ通信の大衆化が進展したこ
とにより、システム上で伝送されるトラヒック（利用者の情
報）の増加が顕著になっています。これが主要因で無線通
信システムに係る周波数資源のひっ迫が社会問題となり
つつあり、また、接続端末数やトラヒック量の激増はネット
ワークの大規模化を加速し、それに伴う消費電力の増大
も不可避となっています。このような状況は、無線通信シ
ステムの環境に与える影響（環境負荷）を増大させること
になり、環境に優しく持続稼働可能（サスティナブル）な無
線通信ネットワーク構築のためには、周波数資源高効率
利用化技術や消費電力削減技術などの環境負荷低減技
術が不可欠となっています。
当研究室では、サスティナブル無線通信ネットワークの
実現を目指して、これらの無線通信ネットワークにおける
環境負荷低減技術の研究開発を進めています。

❷周波数資源高効率利用化技術
周波数は人類共有の貴重な財産であり、無線通信シス

テムではその周波数資源を利用して情報伝送を実現して
います。また、電波の伝搬状況が周波数により変化するこ
とから、無線通信に利用可能な周波数帯域は限られてお
り、その拡大は容易ではありません。したがって、限られた
周波数資源を利用して、激増する利用者やトラヒックを如
何に収容するかが大きな研究課題となっています。

無線通信における周波数資源高効率利用技術は２つ
に大別でき、1つ目は、1つの通信に要する伝送帯域を極
力小さくする狭帯域変復調技術、2つ目は与えられた周波
数帯域を可能な限り多くの通信で再利用する周波数再利
用技術であります。当研究室では主として後者について研
究を進めており、伝搬距離とともに減衰する電波の物理
特性を利用して、単位周波数当たりの情報伝送容量を大
きくすることで，高い持続稼働性を有する無線通信ネット
ワークの実現を目指しています。

❸無線通信ネットワークの省電力化技術
伝送トラヒック量の増大に伴いネットワークの構成装
置が増加して、ネットワーク内での電力消費量も増加の一
途となっています。一方、データ通信にはバースト状（断続
的な）のトラヒック特性が存在するため、ネットワーク装置
は常に稼働状態である必要がありません。現在のネットワ
ークは常時稼働が一般的ですが、環境負荷の面では、浪
費電力が発生しており問題となっています。そこで、ネット
ワークの各種状況に適応させて構成装置の稼働を制御
する省電力化技術が必要となります。
当研究室では、今後広範な普及が見込まれる無線セン

サネットワーク等を対象に、その省電力化制御技術の研
究を進めています。ここでは、ネットワークの各所における
トラヒック量に応じて、各構成装置の稼働状態を制御する
トラヒック適応型省電力化技術の確立を目指しており、環
境負荷の小さい無線通信ネットワーク構築の一助となれ
るよう努力しています。
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図2：無線センサネットワークの省電力化技術

町の森林から、道から近い利用可能エリアを抽出

図1：無線通信における周波数資源高効率利用技術
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